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従来の理解を覆す新規の「白血病」発症機構を発見 
 

国立大学法人奈良女子大学(学長 今岡春樹)の研究院自然科学系・渡邊利雄教授、鈴木麻衣大学院生

（現国立がんセンター研究所にて学術振興会博士研究員）、国立がん研究センター研究所の北林一生

分野長らのグループは共同で、白血病の原因となる融合遺伝子で核外へタンパク質を排出する機構が

白血病の発症に必須であるという「新規の白血病発症機構を発見」しました。  

 

本研究成果は、2014年2月13日にCancer Scienceのオンライン版にて先行発表 

 

研究の背景：クラスリン集合因子のCALMとエピジュネティックな転写制御因子AF10の融合遺伝子CALM-AF10は白血

病を引き起こします（図１）。CALM-AF10の大部分は核外に存在しているのですが、AF10は転写因子でAF10による

エピジュネティッ制御因子を介した白血病を引き起こす遺伝子群の活性化が白血病発症に重要だと報告されてお

り、CALM-AF10は核内で機能していると思われていました。一方で、これまで白血病発症におけるCALMの機能は、

クラスリン依存性の細胞内物流輸送のかく乱などが推定されましたが、実際には全く分かっていませんでした。 

 

研究成果･意義：今回奈良女子大学と国立がん研究センター研究所のグループは、CALMの持つ核外排出配列とAF10だ

けで白血病を引き起こすことを新たに発見し（図２）、従来の「融合遺伝子が核内で遺伝子発現を活性化すること

が重要」との理解とは異なり、これまで考えられていなかった「融合遺伝子が核外へ排出されること」が白血病の

発症に必須であることを明らかにしました（図3）。 

融合遺伝子が核外へ排出されるとどのようなことが引き起こされるのかなど、今回発見した核外排出機構を介す

る白血病の発症の解明が今後進めば、核外排出機構そのものあるいは融合遺伝子が核外へ連れ出す未知の白血病原

因因子を標的とする新しい治療薬の開発や病気の診断に貢献することが期待されます。 

なお本研究は文部科学省科学研究費補助金、奈良女子大学プロジェクト経費、内藤記念科学振興財団、コスメト

ロジー研究振興財団などの助成を受けて行われました。 
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【研究に関する問い合わせ】奈良女子大学理学部生物科学科 渡邊利雄（わたなべ としお） 
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